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１．目的
　　　　地域環境保全のため、法律や条例よりもきびしい自主基準（三菱樹脂環境基準）を
　　　　定めて、定期的な測定により汚染防止の監視を行う。

２．範囲
　　　　適用範囲は、国内の三菱樹脂工場とする。

３．設計基準
１）河川排水
　一般項目とアンチモン、鉛、カドミウム、六価クロムは、滋賀県排水基準値の半分
　（四捨五入で有効数字１桁）とし、その他の項目は、排水基準の約１／１０に匹敵
　する環境基準とする。

２）下水道排水
　平塚工場の下水道排水は、ＢＯＤ、ＳＳ、Ｎーヘキサン抽出物質、ヨウ素、ニッケル
　については、平塚市基準の８割とし、市基準に定めのない項目は対象外、
　その他項目は河川排水と同じとする。

３）地下水
　環境基準とする。

４）大気排出
　硫黄酸化物はＫ値１（国の基準は１７、５）、ダイオキシンは２００２年より適用
　される基準の半分とし、その他項目は、国の基準の８割とする。

５）騒音
　地域で定められた基準値よりも０～５ｄＢ小さい基準とし、個別に設定する。

６）振動
　病院、学校の周辺に適用される、最もきびしい基準（昼間５５ｄＢ、夜間５０ｄＢ）
　とする。

＜例外＞
　１．河川排水のＰＨは、６．４～８．４とする。

　２．硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素は、環境基準の半分とする。

　３．下水道排水のＰＨは、５．８～８．６とする。

　４．郡山工場のｎーヘキサン（鉱物）は、１ｍｇ/L　とする。

　５．ディーゼルエンジンの窒素酸化物、硫黄酸化物は国の基準の９割とする。

　６．平塚工場のボイラ－（ガス使用）は、窒素酸化物１００ｐｐｍ
　　（神奈川県基準１０５ｐｐｍ）、ばいじん２２５ｇ/ｈ（県の基準２８１ｇ/ｈ）とする。

　７．滋賀県条例の混合施設（集塵機）よりの鉛、カドミウムは、滋賀県基準の　
　　１割とする。　

　８．郡山工場の洗浄施設よりのトリクロロエチレンは５０ｍｇ/Ｎｍ3
　　（国の基準３００ｎｇ/ｍ3　：規模が小さいため当該施設は該当しない）とする。
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